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• はじめに

o 川俣精機株式会社は、精密機械の製造を通じて社会に貢献してきました。しかし、

事業活動に伴うエネルギー消費や資源利用は、地球環境に影響を与える要因となり

ます。当社は、環境保全を企業の重要な責任と捉え、持続可能な社会の実現に向け

て積極的に取り組んでいます。

o 本ガイドラインは、当社の調達活動において環境負荷低減を推進するため、取引先

の皆様と共に取り組むべき事項を示したものです。当社の方針をご理解いただき、

ガイドラインに基づく環境保全活動に今後ともご協力をお願いいたします。
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• 当社の環境基本方針

o 当社は、環境負荷低減と持続可能な社会の実現に向け、調達活動において環境配慮

を重視します。本ガイドラインは、当社と取引するすべてのサプライヤーに対し、

環境保全に関する取り組みを求めるものです。

• グリーン調達の目的

o 当社のグリーン調達は、製品やサービスの調達において環境負荷を最小限に抑える

ことを目的としています。サプライチェーン全体で環境配慮を推進し、資源の有効

利用、温室効果ガスの削減、化学物質管理などを通じて、持続可能な社会の実現に

貢献します。

• 適用範囲

o 本ガイドラインは、当社が調達するすべての製品・部材・サービスおよびそれらを

提供するサプライヤーに適用します。
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• 調達取引先様へのお願い事項

o 環境マネジメント体制

♦ ISO14001 等の環境マネジメントシステムを構築・維持すること。

♦ 環境方針を策定し、社内外に周知すること。

o 環境配慮の取組み

♦ 温室効果ガス（GHG）排出量の削減

♦ 省エネルギー・省資源の推進

♦ 廃棄物の削減とリサイクル促進

♦ 水資源の有効利用

♦ 包装材の削減と再利用

♦ 生物多様性保全への配慮

o 法令遵守

♦ 環境関連法規、条例、規制を遵守すること。

• 各種調査への協力（化学物質管理）

o 当社では、新規調達品の採用や既存調達品の代替要否の判断にあたり、納入品に含

有する化学物質（群）の状況を調査します。調達取引先様にお願いする主な調査内

容は以下の通りです。

♦ 「環境関連物質 使用／不使用宣言書」による禁止物質の不含有確認

♦ EU REACH 規則の認可対象候補となる高懸念物質（SVHC）の含有有無およ

び含有量調査（chemSHERPA®、その他）

♦ 分析評価結果の調査（必要に応じて試験報告書の提出）
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• 評価・報告

o 当社は、サプライヤーの環境取組状況を定期的に評価します。

o 必要に応じて、環境データ（CO₂排出量、廃棄物量など）の報告を求めます。

• 協働・教育・啓発

o サプライヤーと協働し、環境改善活動を推進します。

o 当社は、従業員および取引先に対し、環境意識向上のための教育・情報提供を行い

ます。

• 添付資料

o 環境関連物質リスト

• 改訂記録

版数 改訂日 制定/改廃 内容 

1.0 2026/2/3 制定 新規制定 
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